






















緒言 

Magnesium(以下 Mg と略記)は生体内に多量に存在する陽イオンの一つであり、筋収縮・神

経興奮に直接作用し、多くの酵素の補酵素としてエネルギー産成に関与する。胎児の Mg

必要量は在胎期間の進行に平行して増加し、出生児の体重は在胎 20 週の 20 倍であるのに

比し、Mg の必要量は 32倍にも増加している。しかし、早期新生児の Mg 代謝、特に低出生

体重児の Mg 代謝、に関する報告は極めて少なく、また不明の点が多い。 

私達は正常新生児、低出生体重児の血漿・血球内 Mg濃度を測定し・在胎週数と出生体重別

に検討した。病的新生児・未熟児の Mg 代謝と Mg 含有輸液の効果、さらに一部の症例で

Fractional Excreion of Mg(FEMg)も検討したのでその成績を報告する。 


